
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

新
刊

6
・
2
�
6
・
8

目
録

人
文

・

社
会
科
学

文
学

・

芸
術

教
養

・

記
録

・

実
用
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こ
の
リ
ス
ト
は
６
月
２
日
～
６
月
８
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

イ
ス
ラ
ー
ム
の
辞
典

九
〇
〇
〇

朝
倉
書
店

安
東
正
樹
編

相
対
論
と
宇
宙
の
事
典

一
〇
〇
〇
〇

同

若
林
悠

風
刺
画
と
ジ
ョ
ー
ク
が
描
い
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
帝
国

二
二
〇
〇

現
代
書
館

藤
森
照
信

五
十
八
さ
ん
の
数
奇
屋

三
四
〇
〇

鹿
島
出
版
会

萬
代
伸
哉

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
体
験
の
社
会
学

二
二
〇
〇

公
人
の
友
社

槇
文
彦

ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
の
い
ま

二
四
〇
〇

鹿
島
出
版
会

田
村
あ
ず
み

不
安
の
時
代
の
抵
抗
論

二
〇
〇
〇

共
栄
書
房

パ
ー
カ
ー

生
物
の
進
化
大
事
典

四
二
〇
〇

三
省
堂

石
野
好
一

フ
ラ
ン
ス
語
動
詞
を
使
い
こ
な
す
二
四
〇
〇

白
水
社

定
延
利
之

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
語
に
お
け
る
キ
ャ
ラ

三
〇
〇
〇

三
省
堂

コ
ー
ヘ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー

不
確
定
性
下
の
意
思
決
定
六
八
〇
〇
共
立
出
版

ト
ポ
ル

デ
ィ
ー
プ
メ
デ
ィ
ス
ン

三
六
〇
〇

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

小
磯
隆
広

日
本
海
軍
と
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
四
二
〇
〇

錦
正
社

舩
橋
晴
雄

反
「
近
代
」
の
思
想

二
二
〇
〇

中
央
公
論
新
社

ド
ゥ
ロ
ン

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
放
蕩
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

三
五
〇
〇

水
声
社

根
井
雅
弘

英
語
原
典
で
読
む
現
代
経
済
学

二
二
〇
〇

白
水
社

青
山
拓
央
監
修

心
の
�
か
ら
心
の
科
学
へ

三
六
〇
〇

岩
波
書
店

草
野
顕
之
編

本
願
寺
教
団
と
中
近
世
社
会

三
五
〇
〇

法
蔵
館

福
本
宰
之

『
ダ
ン
シ
ア
ッ
ド
』
に
お
け
る
風
刺
の
研
究

四
五
〇
〇

晃
洋
書
房

湯
浅
博
雄

贈
与
の
系
譜
学

一
六
五
〇

講
談
社

芦
田
文
夫
他

中
国
は
社
会
主
義
か

二
〇
〇
〇

か
も
が
わ
出
版

高
橋
智
監
修

現
代
の
特
別
ニ
ー
ズ
教
育

三
〇
〇
〇

文
理
閣

リ
ッ
チ
他

家
庭
で
育
む
し
な
や
か
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

二
〇
〇
〇

明
石
書
店

廣
野
桂
子
編

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年

二
六
八
〇

大
成
出
版
社

亀
岡
智
美

子
ど
も
虐
待
と
ト
ラ
ウ
マ
ケ
ア
三
四
〇
〇

金
剛
出
版

柏
井
宏
之
他

西
暦
二
〇
三
〇
年
に
お
け
る
協
同
組
合

二
五
〇
〇

社
会
評
論
社

地
球
・
惑
星
・
生
命

二
三
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

金
井
紫
晴

お
茶
碗
は
楽

三
八
〇
〇

里
文
出
版

北
大
路
翼

見
え
な
い
傷

一
八
〇
〇

春
陽
堂
書
店

ウ
ォ
ル
ハ
イ
ム

芸
術
と
そ
の
対
象

四
二
〇
〇

慶
大
出
版
会

ニ
ー
ヴ
ン

ヒ
ト
ラ
ー
と
映
画

五
三
〇
〇

白
水
社

伊
藤
俊
治

陶
酔
映
像
論

二
六
〇
〇

青
土
社

高
野
澄

阿
波
内
侍
か
ら
島
倉
千
代
子
へ

祈
り
の
響
き

三
九
〇
〇

人
文
書
館

町
山
智
浩

町
山
智
浩
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク

怖
い
映
画

一
四
〇
〇

ス
モ
ー
ル
出
版

吉
川
永
青

憂
き
夜
に
花
を

一
六
〇
〇

中
央
公
論
新
社

蜷
川
実
花

東
京

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

三
六
〇
〇

河
出
書
房
新
社

畠
中
恵

あ
し
た
の
華
姫

一
五
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

ク
ロ
ッ
サ
ン

わ
た
し
の
全
て
の
わ
た
し
た
ち

一
七
〇
〇

ハ
ー
パ
ー
コ
リ
ン
ズ

梶
よ
う
子

�
の
ゆ
く
え

と
む
ら
い
屋
颯
太
一
七
〇
〇
徳
間
書
店

鈴
木
民
子

ジ
ャ
ス
ミ
ン

一
二
〇
〇

文
藝
春
秋

中
山
七
里

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
試
練

一
六
〇
〇

祥
伝
社

エ
ー
ゲ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ル

弟
子
か
ら
見
た
シ
ョ
パ
ン

五
八
〇
〇

音
楽
之
友
社

小
倉
孝
誠
編

世
界
文
学
へ
の
い
ざ
な
い

二
七
〇
〇

新
曜
社

高
峰
秀
子

没
後
１０
年

増
補
新
版

二
〇
〇
〇

河
出
書
房
新
社

寺
井
広
樹

宿
に
ま
つ
わ
る
怪
異
譚

一
六
〇
〇

イ
カ
ロ
ス
出
版

豊
岡
昭
彦
編

文
豪
た
ち
の
憂
鬱
語
録

一
四
〇
〇

秀
和
シ
ス
テ
ム

今
野
真
二

乱
歩
の
日
本
語

二
二
〇
〇

春
陽
堂
書
店

畝
山
智
香
子

食
品
添
加
物
は
な
ぜ
�
わ
れ
る
の
か

一
九
〇
〇

化
学
同
人

岡
田
幸
夫

渡
辺
崋
山
作

国
宝
「
鷹
見
泉
石
像
」
の
�

一
五
〇
〇

郁
朋
社

最
上
一
平

お
ば
け
え
ん

一
二
〇
〇

教
育
画
劇

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
ー

Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
男

二
九
〇
〇

中
央
公
論
新
社

塩
崎
淳
一
郎

評
伝

一
龍
齋
貞
水

二
〇
〇
〇

岩
波
書
店

花
咲
一
男

雑
魚
の
と
と
ま
じ
り

四
〇
〇
〇

幻
戯
書
房

満
月
照
子

日
本
マ
ン
ガ
事
件
史

一
四
〇
〇

鉄
人
社

小
林
信
也

大
谷
�
平
「
二
刀
流
」
の
軌
跡

一
三
六
四

マ
ガ
ジ
ン
ラ
ン
ド

小
塚
真
啓
編

高
校
生
の
た
め
の
税
金
入
門

一
二
〇
〇

三
省
堂

田
原
総
一
朗

戦
後
日
本
政
治
の
総
括

一
九
〇
〇

岩
波
書
店

塩
澤
実
信

古
関
裕
而

珠
玉
の
３０
曲

松
崎
運
之
助

こ
こ
ろ
の
散
歩
道

内
堀
タ
ケ
シ

７
年
目
の
ラ
ン
ド
セ
ル

中
川
ひ
ろ
た
か

い
し

一

山
西
ゲ
ン
イ
チ

ヒ
ゲ
タ
さ
ん

一

麻
生
か
づ
こ

パ
パ
の
は
な
よ
め
さ
ん

一

カ
ー

ウ
サ
ギ
と
ぼ
く
の
こ
ま
っ
た
毎
日

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ

松
苗
あ
け
み
の
少
女
ま
ん
が
道
一

内
田
春
菊

出
版M

eT
oo&

D
ish

一

山
脇
り
こ

台
湾
オ
ニ
ギ
リ

一
三

シ
ナ
ワ

悪
党
・
ヤ
ク
ザ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

一
七
〇

笠
井
千
晶

家
族
写
真

ま
は
ら
三
桃

無
限
の
中
心
で

川
瀬
和
敬

新
装
版

浄
土
和
讃
講
話

安
藤
雅
信

茶
と
糧
菓

喫
茶
の
時
間
芸
術

今
井
よ
う
こ

桃
の
お
菓
子
づ
く
り

一
六
〇

古
荘
純
一
監
修

空
気
を
読
み
す
ぎ
る
子
ど
も
た
ち

泉
鏡
花

絵
本
の
春

二
一

奥
山
風
太
郎

お
ど
ろ
き
ダ
ン
ゴ
ム
シ
図
鑑

青
木
ゆ
り
子

世
界
の
郷
土
料
理
事
典

二
三
〇

秋
山
佳
胤

愛
ま
く
人

次
元
を
超
え
て

鷲
田
清
一

二
枚
腰
の
す
す
め

一
七

ま
た
ね
。

木
内
み
ど
り
の
「
発一

コ
ン
ウ
ェ
イ

B
ILLIE

E
ILIS

H

ド
リ
ヤ
ス
工
場

文
豪
春
秋

浜
田
信
夫

カ
ビ
の
取
扱
説
明
書
一
六
〇
〇

鷲
谷
い
づ
み

新
装
版

タ
ネ
は
ど
こ
か
ら
き
た

一
四

読
書
絵
日
記

秋
竜
山

年
齢
と
共
に
感
動
し
な
く
な

る
。
本
が
そ
う
だ
。
ど
ん
な
本
を

読
ん
で
も
、
感
動
し
な
い
。
若
い

時
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
も
、
文

章
の
個
所
に
感
動
し
た
も
の
で
あ

る
。
「
い
い
こ
と
書
い
て
あ
る
な

ァ
」
と
、
思
う
。
こ
の
よ
う
な
感

動
が
随
所
に
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
た
あ
い
な
い
こ
と
で
、
す
ぐ

感
動
し
、
そ
の
部
分
を
メ
モ
し
た

り
す
る
。
年
齢
と
共
に
そ
れ
が
な

く
な
る
。
若
い
時
、
感
動
し
な
く

て
も
い
い
よ
う
な
こ
と
で
も
す
ぐ

感
動
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
い
い

の
か
悪
い
の
か
し
ら
な
い
が
。
感

動
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
こ

ん
な
こ
と
書
い
て
あ
る
け
ど
、
知

っ
て
る
わ
い
」と
、
い
う
こ
と
だ
。

知
り
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
感
動
と
は
、
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
知
ら
な
い
か
ら

感
動
し
て
し
ま
う
。
若
い
時
は
知

っ
て
い
て
も
知
ら
な
く
て
も
、
感

動
す
る
も
の
で
も
あ
る
。そ
れ
が
、

若
さ
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

以
前
、
本
で
読
ん
だ
の
が
、
動

物
と
は
動
く
物
の
こ
と
を
い
う
。

と
、
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ

て
あ
っ
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
、
い
ま
ま
で
気
が
つ
か

な
か
っ
た
の
か
。
私
は
、
こ
れ
に

は
感
動
し
た
。
「
た
し
か
に
、
い

え
る
」と
、
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
山
に
あ
る
木
の
い
ろ

い
ろ
。
そ
れ
は
、
動
か
な
い
。
枝

が
風
で
そ
よ
ぐ
こ
と
は
あ
る
が
、

根
が
動
い
て
移
動
し
た
り
は
し
な

い
。
だ
か
ら
動
物
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
も
し
、
木
が
動
い
た
ら
、

動
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
リ
ン
ゴ

と
か
カ
ボ
チ
ャ
を
描
く
と
、
静
物

画
と
い
う
。
動
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。自
ず
か
ら
動
か
な
い
か
ら
だ
。

自
分
の
力
で
動
こ
う
と
し
て
も
動

け
な
い
。
だ
か
ら
動
物
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

志
村
史
夫
『
い
や
で
も
物
理
が

面
白
く
な
る
』
（
講
談
社
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
ス
、
本
体
一
一
〇
〇
円
）。

以
前
に
も
、
取
り
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
い
た
る
所
に
感
動
さ

せ
ら
れ
る
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
も
感
動
で
あ
る
。

〈
水
は
、�
高
い
所
�
か
ら
�
低

い
所
�
へ
移
動
す
る
（
流
れ
る
）〉

（
本
書
よ
り
）

こ
の
個
所
に
痛
く
感
動
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
感

動
す
る
と
は
、
ど
う
か
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
。
私
は
、
わ
け

が
わ
か
ら
ず
感
動
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
赤
ん
坊
だ
っ
て
知

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
だ
っ

て
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
る
。
で
も

感
動
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
「
あ

ら
た
め
て
、
そ
う
い
わ
れ
る
と
、

た
し
か
に
い
え
る
」
と
、
い
う
感

動
で
あ
る
。
動
物
の
時
と
同
じ
よ

う
な
感
動
か
も
し
れ
な
い
。
知
っ

て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
い

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
感
動
す

る
要
素
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

〈
水
位
差
を
つ
け
た
タ
ン
ク
Ａ

と
タ
ン
ク
Ｂ
の
あ
い
だ
の
水
門
を

開
け
ば
、
水
は
水
路
を
流
れ
る
。

水
位
差
が
な
く
な
れ
ば
、
つ
ま
り

タ
ン
ク
Ａ
と
タ
ン
ク
Ｂ
の
水
面
の

高
さ
が
等
し
く
な
れ
ば
、
水
流
は

止
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
水
流
を
起

こ
す
力
は
、
水
位
差
が
生
む
水
圧

で
あ
る
。〉（
本
書
よ
り
）

こ
ん
な
、
当
た
り
前
の
こ
と
に

感
動
し
て
し
ま
う
の
は
、
あ
く
ま

で
も
、あ
ら
た
め
て
い
わ
れ
る
と
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
感
動
が
続
く
。

〈
電
気
流
れ
（
電
流
）
も
、
水

の
流
れ
（
水
流
）
と
ま
っ
た
く
同

じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
電
流
を
保
つ
た
め
に
は
、
図

２
�
８
�
の
よ
う
に
、
電
源
に
よ

っ
て
電
位
差
（
電
圧
）
Ｖ
（
�V

A

－
V

B

）
を
生
じ
さ
せ
れ
ば
よ

い
。〉（
本
書
よ
り
）

早
い
話
が
、

〈
水
位
差
が
大
き
い
ほ
ど
水
圧

が
大
き
く
な
る
の
と
同
様
、
電
位

差
が
大
き
い
ほ
ど
電
圧
が
大
き
く

な
っ
て
電
流
も
大
き
く
な
る
。
す

な
わ
ち
、
電
流
は
電
圧
に
比
例
す

る
。〉（
本
書
よ
り
）

水
の
流
れ
も
電
気
の
流
れ
も
一

緒
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
�
ア
ー

ア
ー
、
川
の
流
れ
の
よ
ー
に
。
人

生
も
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
上
か

ら
下
へ
と
流
れ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
感
動
と
い
う
よ
り
、
何
と
な

く
淋
し
く
も
な
っ
て
く
る
。

連
載
第
１
５
３
５
回

知
ら
な
い
か
ら
感
動
す
る
、の
巻

台風やpandemicは、接近

や流行が報じられても回避

はままならない。「地震・

雷・火事・親父」は、予見

の暇なく突如到来する。運

悪く遭遇した被災者には

「偶然の仕打ち」となる。

九鬼周造は両大戦間に長

く欧州に逗留した。フラン

ス滞在の末期にポンティニ

ィーの哲学者の集いで、東

洋的時間の円環構造に関す

るフランス語講演を行っ

た。ハイデガー『存在と時

間』が説く「脱自」を「水平的

�κστασι 」と規定し、それ

に対して「垂直的 」

としての忘我体験に「永遠

の今」を捉える。

この文脈で九鬼はシシュ

ポスの神話に言及する。山

頂に岩を担ぎあげるが、そ

の度に岩は空しく谷底に落

下する��この永遠の苦行

を強いられた巨人の物語だ

が、九鬼は通常の解釈を転

倒させ、そこに人間実存の

自由意志の根拠を見る。

無限反覆は罪業ではな

く、七生報国は死に克つ生

への意志となる。九鬼の脳

裏には関東大震災があっ

た。災害は将来も繰り返す。

だがだからこそ帝都・東京

は復興に勤しんでいる。

ここにNeo-Platonismに淵

源するM.Ficinoらイタリア

・ルネサンス期以来のphi-

losophia perennis「永遠の哲

学」が接ぎ木される。世界

の諸宗教は源泉の「一」に

通じ、その時代ごとに同一

の真理が何度でも再生回帰

する��。この教義に従う

と、永劫回帰・輪廻転生を

再解釈する哲学の途が拓け

る。さらに偶発の出来事と

の遭遇・接触は、必然では

なく予見不可能。それが偶

然性 contingenceと呼ばれ

る。「垂直的 」では

過去と未来とが現在におい

て不意に垂直に接触tangere

する。その瞬間、体験者は

雷に打たれたように、自己

を喪失する。

九鬼は１９２８年に帰国し、

『偶然性の問題』を博士論

文（１９３５）に纏める傍ら、

「垂直的 」体験を、

詩歌における押韻の想起に

当て嵌める。過去の詩文を

朗誦してその押韻に唱和す

ると、死者の霊に憑依さ

れ、己はそれと混融一體と

なる。この「永遠の今」に

詩人・九鬼は「言霊の咲き

はう」日本の国體を幻視す

る。

四一年に早世した九鬼の

墓碑は、前任者・西田の揮

毫。だが西田が『偶然性の

問題』に応答した証拠は、

残されていない。とはいえ

西田晩年の思索が触れる

「永遠の今」は、九鬼の思

索と、看過できないcontin-

gencyを呈していた。

西田後期の論考「我と汝」

（１９３２）には「永遠の今の

自己限定」という語句が頻

出する。「永遠の今」は「自

己限定」を「行為」するこ

とにより「今」という「時」

に垂直的に降下する。あた

かも無限の神が有限の世界

に降臨するがごとく。この

Καιρ�顕現は、自己なら

ぬ「汝」が自己に到来する

ことで「絶対矛盾」として

「同一性」を獲得する瞬間

でもある。もとより「自己

同一性」は「我」と「他我」

との「偶然」の重畳という

「忘我」�κστασι の瞬間

にしか成就しない。

だがこの「絶対矛盾」は

一瞬毎・日常不断に反復さ

れている。一瞬前の「他」

を「己」と同一視する錯誤

が「自己同一性」の幻想を

保証する。さもなければ、

もとより「我」は自ら生の

「連続性」即ち identityの

意識を育むこともできま

い。言語無明・主客分節以

前の意識の実相が「統合失

調」を呈することは、仏教

の唯識が教えていた。

「我と汝」で西田は「私

を限定する無限の過去とし

ての汝」を説く（旧版全集

六巻４１８）。先人たちの歌謡

群に「汝」を託し、その朗

誦に「永遠の今」pérennité

を追体験するなら、ここに

九鬼の押韻論が西田への転

生を果たす。輪廻転生・永

劫回帰は、未来・過去一丸

のΚαιρ�をΧρ�νο の時間

軸上に刻印する。「我々が

瞬間的限定の尖端に於て無

限の未来から限定せられて

居ると考へる時、此世界は

意志実現の場所といふ意味

を有つて来なければなら

ぬ」（同上）。��あたかも

シシュポスが「意志実現」

のため、永劫の円環に己が

「自由」を委ねたにも等し

く。

＊寥廖欽主催「東アジアに

おける哲学の生成と発展」

（２０２０年５月２４日）Zoom

会議での筆者の即興発言よ

り。嶺秀樹先生はじめ参加

者からのご教示に謝意を表

する。またこれは小林敏明

『西田哲学を開く��〈永

遠の今をめぐって〉』、小浜

善信『九鬼周造の哲学��
漂泊の魂』、鈴木貞美『歴

史と生命：西田幾多郎の苦

闘』への筆者の現段階での

応答を兼ねる。西塚俊太

「人生の悲哀と�永遠の今�
の歴史論の交点」『死生学

研究』１３号からも有益な示

唆を得た。

は
た
ら
く
と
は
何
か

ビ
ル
と
爺
イ
と
サ
イ
コ
パ
ス

凪
一
木

そ
の
５２

サ
イ
コ
パ
ス
と
い
う
生
き
物

大
雑
把
な
話
か
ら
書
く
け
れ
ど

も
、
動
物
の
世
界
や
昆
虫
の
世
界

に
お
い
て
、
身
体
的
な
有
利
さ
や

戦
闘
能
力
だ
け
で
、
優
れ
た
側
は

劣
る
側
を
、
暴
力
で
も
っ
て
強
奪

な
り
、
搾
取
な
り
、
せ
ん
滅
し
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知

っ
た
と
こ
ろ
で
、
人
間
の
場
合
に

ど
れ
ほ
ど
に
参
考
に
な
る
の
か
も

わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
人
間
に
つ

い
て
、
動
物
や
昆
虫
と
違
う
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
点
は
、
ま
ず
は
思

考
能
力
が
作
用
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
個
人
で
も
っ
て
頭
が
良
い
と

か
、
多
人
数
で
協
力
し
合
う
な
ど

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
私
が
思
う

の
は
、
知
力
や
賢
さ
を
超
え
て
、

秩
序
へ
の
配
慮
を
無
視
し
て
、
む

し
ろ
、勇
気
や
知
恵
と
は
違
っ
た
、

単
に
「
気
が
強
い
か
ど
う
か
」
が

鍵
だ
っ
た
り
す
る
。
気
が
弱
く
な

い
。
屈
し
な
い
。
つ
ま
り
空
気
を

読
ま
ず
、
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
ず
、

世
間
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
人
し
く

な
く
、も
っ
と
言
う
と
う
る
さ
い
。

バ
カ
で
あ
っ
て
も
、
間
違
っ
た
知

識
で
あ
れ
、
そ
れ
を
武
器
に
変
え

て
、
結
局
は
、
そ
の
強
い
「
気
」

で
も
っ
て
、
相
手
を
圧
倒
す
る
。

少
し
で
も
賢
け
れ
ば
、
そ
う
い
う

行
為
（
悪
）
に
対
し
て
は
む
し
ろ

躊
躇
し
て
し
ま
う
し
、
馬
鹿
で
も

な
い
限
り
は
、
他
人
を
滅
ぼ
す
行

為
は
「
や
ら
な
い
」
。
そ
れ
に
よ

っ
て
幸
福
な
死
と
言
え
る
の
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
無
念
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
知
を
知
っ
て

死
ぬ
。

サ
イ
コ
パ
ス
と
は
平
気
で
そ
の

一
線
を
越
え
、
侵
犯
し
、
人
間
ら

し
い
人
間
ほ
ど
滅
ぼ
し
に
か
か
る

生
き
物
で
あ
る
。
し
か
も
相
手
の

人
間
ら
し
さ
に
向
か
っ
て
、
よ
り

優
し
い
人
間
、よ
り
考
え
る
人
間
、

よ
り
配
慮
す
る
人
間
、
よ
り
筋
を

通
そ
う
と
す
る
人
間
ほ
ど
、
そ
の

「
人
の
良
さ
」
の
虚
を
突
く
よ
う

に
攻
め
て
い
く
。

松
永
弘
と
い
う
北
九
州
監
禁
連

続
殺
害
事
件
の
主
犯
が
い
る
。
初

期
の
犯
罪
時
に
お
い
て
、
違
法
商

売
を
や
り
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
て

社
員
た
ち
を
指
揮
し
て
い
た
。

「
世
間
知
ら
ず
、
お
人
好
し
、

そ
し
て
あ
る
程
度
言
う
こ
と
を
き

く
人
間
を
探
し
出
せ
」。

最
古
透
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。

己
の
出
鱈
目
さ
を
棚
に
上
げ
、
ま

た
は
そ
の
こ
と
で
逆
手
に
と
り
、

相
手
が
驚
き
怯
む
隙
を
、
大
喜
び

で
突
い
て
く
る
。
多
く
の
人
は
、

相
手
に
も
ま
た
人
間
ら
し
さ
を
多

少
で
も
信
じ
て
い
る
か
ら
、
ま
さ

か
仮
面
を
被
っ
た
か
の
よ
う
な
ウ

ソ
や
で
た
ら
め
を
、
よ
ほ
ど
の
恨

み
で
も
買
わ
な
い
限
り
は
仕
掛
け

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
だ
が
、
サ
イ
コ
パ
ス
は
そ
ん

な
こ
と
は
お
構
い
な
し
だ
。
む
し

ろ
そ
ん
な
配
慮
や
遠
慮
や
考
え
る

人
間
を
こ
そ
、
水
を
得
た
魚
の
ご

と
く
に
生
き
生
き
と
し
た
相
貌
と

な
っ
て
、
挑
発
し
、
襲
っ
て
く

る
。凶

暴
な
動
物
と
、
煩
わ
し
く
不

愉
快
極
ま
り
な
い
部
類
の
害
虫
と

が
合
わ
さ
っ
た
様
子
の
生
き
物
を

ま
る
で
絵
に
か
い
た
よ
う
な
存
在

で
あ
る
。
た
だ
し
顔
か
た
ち
は
人

間
で
あ
り
、
生
物
学
上
の
分
類
も

今
の
と
こ
ろ
は
「
ヒ
ト
」
で
あ

る
。な

ぜ
最
古
透
を
追
い
出
す
こ
と

が
で
き
ず
に
、
我
々
ば
か
り
が
罠

に
嵌
ま
り
、
嫌
な
思
い
を
し
、
出

て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
辞
め

る
羽
目
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

サ
イ
コ
パ
ス
に
と
っ
て
ビ
ル
管

は
、
ち
ょ
う
ど
良
い
ヌ
ル
さ
の

（
厳
し
さ
の
な
い
）
仕
事
で
あ
る

こ
と
。
ウ
ソ
を
つ
い
て
も
バ
レ
な

い
三
日
に
一
回
の
顔
合
わ
せ
。
老

年
ば
か
り
で
、
揉
め
る
の
を
憚
ら

れ
、
遠
慮
し
て
以
心
伝
心
言
わ
ぬ

が
花
の
世
代
の
中
に
紛
れ
込
め

る
。
そ
こ
を
逆
手
に
付
け
込
む
こ

と
も
で
き
る
。

新
人
か
ら
す
る
と
、
相
手
が

皆
、
本
当
は
自
分
「
寄
り
」
な
の

に
、
Ｓ
の
味
方
に
見
え
る
仕
組

み
。た

と
え
ば
、
こ
う
だ
。
Ｓ
が
、

新
人
の
ミ
ス
を
見
つ
け
る
。
大
げ

さ
に
写
真
を
撮
り
、
報
告
書
に
ま

と
め
て
、
朝
の
申
し
送
り
会
に
、

皆
の
前
で
発
表
す
る
。
言
わ
れ
た

新
人
は
び
っ
く
り
す
る
が
、
そ
れ

以
上
に
、
周
り
に
い
る
者
た
ち
が

黙
っ
て
い
る
の
で
、
発
言
す
る
最

古
透
の
肯
定
に
回
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
後
ろ
か
ら
支
え
て
、

後
押
し
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
効

果
さ
え
持
っ
て
し
ま
う
。
実
際
の

と
こ
ろ
は
、
「
あ
あ
、
ま
た
最
古

が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
大
げ
さ

に
、新
人
い
じ
め
を
始
め
た
な
あ
」

と
う
ん
ざ
り
し
、
新
人
の
味
方
に

近
い
の
だ
が
、
黙
っ
て
い
る
が
ゆ

え
に
、
敵
に
し
か
見
え
な
い
。
そ

の
効
果
を
も
、
サ
イ
コ
パ
ス
は
計

算
し
て
い
る
。
今
の
日
本
の
社
会

構
造
と
、
会
社
や
学
校
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
、
特
に
ビ
ル
管
は
サ
イ

コ
パ
ス
に
合
っ
て
お
り
、
住
み
よ

い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
「
Ｓ
が
身
近
に
い
る
」

と
か
「
Ｓ
が
増
え
て
い
る
」
と
い

う
予
測
や
推
定
も
ま
た
、
意
外
に

共
有
し
づ
ら
い
の
は
、
も
し
Ｓ
当

人
に
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
の

恐
怖
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
秘
か
に

本
や
映
画
で
接
す
る
か
、
身
近
な

人
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
匿
名
と
し

て
声
を
発
し
、
打
ち
明
け
、
相
談

し
、
ま
た
隠
す
と
い
っ
た
こ
と
で

し
か
、
広
ま
り
よ
う
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
中
野
信
子
の

『
サ
イ
コ
パ
ス
』
（
新
潮
新
書
）

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
ほ
ど
ブ

ー
ム
な
の
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

実
際
に
存
在
す
る
場
所
で
は
タ
ブ

ー
化
す
る
。

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
「
Ｓ

っ
て
怖
い
よ
ネ
エ
」
な
ど
と
大
っ

ぴ
ら
に
語
ら
れ
る
が
、
多
く
は
実

態
と
か
な
り
か
け
離
れ
た
話
で
あ

る
。人

に
な
ど
話
せ
な
い
。
公
に
な

ど
出
来
な
い
。
皆
で
集
ま
っ
て
会

議
も
開
け
な
い
。サ
イ
コ
パ
ス
は
、

ま
る
で
、
一
人
大
本
営
本
部
の
ご

と
く
、
ま
た
一
人
公
安
組
織
の
ご

と
く
、
た
っ
た
一
人
な
の
に
、
目

を
光
ら
せ
、
そ
の
共
同
体
を
支
配

し
、
グ
ル
ー
プ
を
操
作
し
、
互
い

に
監
視
を
さ
せ
、
自
ら
は
手
を
下

す
こ
と
な
く
君
臨
す
る
。
職
場
内

に
、
学
校
内
に
、
地
域
内
に
、
ナ

チ
の
親
衛
隊
の
よ
う
な
存
在
を
作

り
、
増
殖
さ
せ
て
い
く
。
周
り
の

だ
れ
も
信
用
で
き
な
い
し
、
Ｓ
当

人
と
会
っ
て
も
、
本
音
を
語
る
人

間
で
は
な
く
、
「
本
音
」
と
い
う

概
念
す
ら
知
ら
な
い
。親
が
死
に
、

家
の
庭
の
花
を
早
く
「
枯
ら
す
」

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
悩
み
、

親
の
写
真
を
全
部
捨
て
、
自
ら
の

写
真
す
ら
若
い
頃
に
捨
て
て
い
る

最
古
透
。

人
を
嫌
～
な
気
持
ち
に
さ
せ
る

こ
と
に
関
し
て
は
天
才
的
で
あ

る
。
相
当
に
注
意
深
く
、
極
力
尻

尾
を
捕
ま
れ
ぬ
よ
う
に
、
決
し
て

警
戒
心
を
解
く
こ
と
な
く
、
用
心

に
用
心
を
重
ね
て
接
せ
ざ
る
を
得

ず
、
た
か
だ
か
一
日
接
す
る
だ
け

で
、
一
日
が
終
わ
る
と
、
そ
の
疲

れ
具
合
は
、
漬
物
石
を
長
い
時
間

ず
っ
と
背
負
っ
て
い
た
こ
と
を
今

の
今
ま
で
忘
れ
て
い
て
、
忘
れ
て

い
た
事
実
を
一
気
に
さ
ら
に
重
量

を
増
し
、
湿
気
ま
で
含
ん
だ
感
触

ご
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
が
ご
と
く

な
の
で
あ
る
。

相
手
に
対
す
る
不
快
感
を
与
え

る
こ
と
に
関
し
て
は
、
人
に
よ
っ

て
印
象
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
人
が
い
る
。つ
ま
り
そ
れ
は
、

ゴ
キ
ブ
リ
を
見
て
飛
び
上
が
る
人

も
い
れ
ば
、
平
気
で
�
ん
で
捨
て

る
こ
と
も
で
き
る
人
が
い
る
。
蛇

を
見
て
逃
げ
る
人
も
い
れ
ば
、
首

に
巻
き
つ
け
て
笑
顔
の
人
も
い

る
。
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
は
な

い
か
、
と
。

だ
が
、
サ
イ
コ
パ
ス
と
は
、
特

に
私
の
知
る
最
古
透
は
、
蛇
を
嫌

が
る
人
に
は
蛇
と
な
り
、
ゴ
キ
ブ

リ
を
嫌
が
る
人
に
は
ゴ
キ
ブ
リ
と

な
る
。
相
手
の
弱
点
や
忘
れ
て
い

た
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
を
巧
み
に
見
つ

け
出
し
て
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
攻

撃
し
て
く
る
。
そ
れ
が
今
回
は

「
ビ
ル
管
」
資
格
で
あ
っ
た
。

（
建
築
物
管
理
）

稲
賀
繁
美

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
・

放
送
大
学
客
員
教
授

連
載
２０９

「
永
遠
の
今
」に
お
い
て
遭
遇
す
る「
我
と
汝
」

西
田
幾
多
郎
と
九
鬼
周
造
の「
偶
発
」的
読
み
直
し
に
む
け
て

思

考

の

隅

景

「「永遠の今」において遭遇する「我と汝」――西田幾多郎と九鬼周造の「偶発」的読み直しにむけて」 
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